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図 1 ３次元プレート境界面における計算対象領域． 
添え字 ,i jは分割セルの指標，(1)式の ijK は半無限均質媒質での弾性論から求められ
たグリーン関数[4]，uは変位，tは時間，式の右辺第２項は地震波放射による減衰項




[6]．(4)(5)式は速度/状態依存摩擦構成則を表わし， , , ca b d は，摩擦特性を示すパラ
メターを示し[7][8]，( ) 0a b− < ではすべり速度と共に摩擦係数が低下し，不安定す
べりを生じることが知られている．逆に ( ) 0a b− > では，粘性のようにすべり速度の
増加と共に摩擦が増加する性質をもつ．(1) -(6)から導出される微分方程式を，
Runge-Kutta 法を用いて数値的に解いていく． 
定数については次のように与えた．剛性率G =30GPa．S 波速度β =3.75km/s，岩石
の密度 rockρ =2.7g/cm 3，水の密度 wρ =1.0g/cm 3，重力加速度 g =9.8m/s 2，基準速度









 摩擦パラメター ),,( cdba の空間分布については，できるだけ不均質性による影響を
排除するために， cd は 4cmとして全空間で一様とし， )( ba − については，ここでは
①アスペリティ領域，②安定すべり領域の２種類の領域に分け，境界ではステップ的
に変化するとした．図１において，メッシュ間隔が 0.5km 以下となっているところ
が①に相当し，他は②の領域となる．①では 000072.0)( <−=− ba として，摩擦力























デル A における余効すべりの伝播過程（図４）を見比べると，図３の A,B,C 領域で
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